
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年産米 検査成績（10/12現在） 

1等  0.0％（2019年 13.2％） 

2等 63.1％（2019年 50.1％） 

3等 36.9％（2019年 36.5％）
（検査実績数量 2020/10/12現在 24t） 

高温障害（白未熟粒） 

「ヒノヒカリ」では、出穂後 20 日間の平均気温が

27℃以上で発生し、28℃以上で多発します。 

基本的に、光合成が十分に行えないことに起因し、根

の張りを充実させるための対策（ケイ酸加里の施用）、

籾数が過剰にならない対策（1回目の穂肥の量を半分

にする）を行うことが必要です。用水が豊富な地域で

はかけ流しや夜間潅水等を行い、地温を低下させ根の

活力維持を図りましょう。 
当時、過去 113 年で最も高い平均気温となった

2010年夏との比較しても高温で推移しました。 

トビイロウンカが高密度に寄生している場合は、坪枯れが発生しなくても稔実が極

端に悪くなり、品質低下や収量減の原因となります。 

玄米は開花後20日以後も厚みが増していきますが、トビイロウンカ被害のせいで、

早めの刈り取りを余儀なくされると、充実度の低い未熟粒が発生し、等級を下げる大

きな要因ともなります。 

ウンカ類は、毎年、梅雨時期に海外から飛来して水田で増殖を繰り返し、坪枯れ被

害を引き起こします。 

防除対策としては、飛来時期の予防的防除効果の高い育苗箱施用剤と本田散布材に

よる体系防除が有効と考えられます。 

次年度へ向け、皆様にご提案できるよう準備を進めています。 

等級を下げる大きな要因となっているのが、高温障害

による白未熟粒や、トビイロウンカ被害で刈り取り時

期を早めたことにより充実度の低い未熟粒などが多

くみられたためです。 

―ＴＡＣ information―  )) 

トビイロウンカによる、 

坪枯れ被害 

ＪＡ京都中央 令和２年１０月１３日 No.５１８ 作成者 齊藤篤 



 

 

 

 


